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横浜市福祉のまちづくり条例施行規則 
新旧対照 

※ 下線部分が改正部分 
旧 新 

別表第８（第４条第２項） 公共交通機関の施設

に関する指定施設整備基準 

整備項目 指定施設整備基準 

（追加） （追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第８（第４条第２項） 公共交通機関の施設

に関する指定施設整備基準 

整備項目 指定施設整備基準 

１ 移動等

円滑化さ

れた経路 

(1)  公共用通路（公共交通機関の

施設の営業時間内において常時

一般交通の用に供されている一

般交通用施設であって、当該施

設の外部にあるものをいう。以

下同じ。）と車両等の乗降口との

間の経路であって、高齢者、障害

者等の円滑な通行に適するもの

（以下「移動等円滑化された経

路」という。）を、乗降場ごとに

１以上設けなければならない。 

(2) 移動等円滑化された経路に

おいて床面に高低差がある場合

は、６の項に定める構造の傾斜

路又は８の項に定める構造のエ

レベーターを設けなければなら

ない。ただし、６の項に定める構

造の傾斜路又は８の項に定める

構造のエレベーターを設けるこ

とが地形上又は構造上困難な場

合で９の項(2)に定める構造の

エスカレーターを設けるとき

は、この限りでない。 

(3) 公共交通機関の施設に隣接

しており、かつ、当該施設と一体

的に利用される他の施設の６の

項に定める構造の傾斜路又は８

の項に定める構造のエレベータ

ーを利用することにより高齢

者、障害者等が公共交通機関の

施設の営業時間内において常時

公共用通路と車両等の乗降口と

の間の移動を円滑に行うことが

できる場合は、(2)の規定によら
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１ 出入口 (1) 出入口のうち 1以上は、次に

掲げるものでなければならな

い。 

（ア省略） 

イ 段を設けないこと。ただし、

ないことができる。 

(4) 公共用通路と車両等の乗降

口との間の経路であって主たる

通行の用に供するものと当該公

共用通路と当該車両等の乗降口

との間に係る移動等円滑化され

た経路が異なる場合は、これら

の経路の長さの差は、できる限

り小さくしなければならない。 

(5) 乗降場間の旅客の乗継ぎの

用に供する経路（(6)において

「乗継経路」という。）のうち(2)

及び(3)並びに２の項(1)及び３

の項(1)に規定する基準を満た

すものを、乗降場ごとに１以上

設けなければならない。 

(6) 主たる乗継経路と(2)及び

(3)並びに２の項(1)及び３の項

(1)に規定する基準を満たす乗

継経路が異なる場合は、これら

の経路の長さの差は、できる限

り小さくしなければならない。 

(7) 線路、水路等を挟んだ各側に

公共用通路に直接通ずる出入口

がある場合には、(1)の規定にか

かわらず、当該各側の出入口に

通ずる移動等円滑化された経路

をそれぞれ１以上設けなければ

ならない。ただし、公共交通機関

の施設の規模、出入口の設置状

況その他の状況及び当該施設の

利用の状況を勘案して、高齢者、

障害者等の利便を著しく阻害し

ないと市長が認める場合は、こ

の限りでない。 

２ 出入口 (1) 移動等円滑化された経路を

構成する出入口は、次に掲げる

ものでなければならない。 

（ア省略） 

イ 段を設けないこと。ただし、
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段を４の項に定める構造に準

じたものとし、５の項に定め

る構造の傾斜路を併設した場

合は、この限りでない。 

（ウからオまで省略） 

(2) (1)に定める構造の出入口以

外の出入口に段が生じる場合

は、４の項に定める構造に準じ

たものにしなければならない。 

２ 通路 (1) 不特定かつ多数の者が利用

する施設に至る通路のうち１以

上は、次に掲げるものとし、１の

項(1)に定める構造の出入口に

接続しなければならない。 

（ア省略） 

イ 段を設けないこと。ただし、

段を４の項に定める構造に準

じたものとし、５の項に定め

る構造の傾斜路を併設した場

合は、この限りでない。 

（ウ及びエ省略） 

(2) (1)に定める構造の通路以外

の通路に段が生じる場合は、４

の項に定める構造に準じたもの

にしなければならない。 

３ 改札口 （省略） 

４ 階段 階段は、次に掲げるものでなけ

ればならない。 

（(1)省略） 

(2) 階段の両側には、６の項に定

める構造の手すりを設けるこ

と。 

（(3)から(6)まで省略）  

５ 傾斜路 １の項(1)に定める構造の出入

口及び２の項(1)に定める構造の

通路に設ける傾斜路は、次に掲げ

るものでなければならない。 

（(1)から(6)まで省略） 

(7) 必要に応じ、６の項に定める

構造の手すりを設けること。 

段を５の項に定める構造に準

じたものとし、６の項に定め

る構造の傾斜路を併設した場

合は、この限りでない。 

（ウからオまで省略） 

(2) (1)に定める構造の出入口以

外の出入口に段が生じる場合

は、５の項に定める構造に準じ

たものにしなければならない。 

３ 通路 (1) 移動等円滑化された経路を

構成する通路は、次に掲げるも

のでなければならない。 

 

 

（ア省略） 

イ 段を設けないこと。ただし、

段を５の項に定める構造に準

じたものとし、６の項に定め

る構造の傾斜路を併設した場

合は、この限りでない。 

（ウ及びエ省略） 

(2) (1)に定める構造の通路以外

の通路に段が生じる場合は、５

の項に定める構造に準じたもの

にしなければならない。 

４ 改札口 （省略） 

５ 階段 階段は、次に掲げるものでなけ

ればならない。 

（(1)省略）  

(2) 階段の両側には、７の項に

定める構造の手すりを設けるこ

と。 

（(3)から(6)まで省略）  

６ 傾斜路 移動等円滑化された経路に傾斜

路を設ける場合は、次に掲げるも

のでなければならない。 

 

（(1)から(6)まで省略）  

(7) 必要に応じ、７の項に定める

構造の手すりを設けること。 
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６ 手すり ４の項に定める構造の階段及び

５の項に定める構造の傾斜路に設

ける手すりは、次に掲げるもので

なければならない。 

（(1)から(4)まで省略）  

７ エレベ

ーター 

１の項(1)に定める構造の出入

口から乗降場に至る経路に高低差

があり、５の項に定める構造の傾

斜路によって当該高低差が解消で

きない場合は、１以上の経路に次

に定める構造のエレベーターを設

けなければならない。ただし、８の

項(2)の場合にあっては、この限り

でない。 

(1) （本文省略）  

(2) （本文省略） 

(3) （本文省略）  

(4) （本文省略）  

(5) （本文省略）  

(6) （本文省略）  

(7) （本文省略）  

(8) （本文省略）  

(9) （本文省略）  

(10) （本文省略）  

(11) 籠及び昇降路の出入口の戸

にガラスその他これに類するも

のがはめ込まれていること又は

籠外及び籠内に画像を表示する

設備が設置されていることによ

り、籠外にいる者と籠内にいる

者が互いに視覚的に確認できる

構造であること。  

 

 

 

 

 

 

 

８ エスカ （(1)省略） 

７ 手すり ５の項に定める構造の階段及び

６の項に定める構造の傾斜路に設

ける手すりは、次に掲げるもので

なければならない。 

（(1)から(4)まで省略） 

８ エレベ

ーター 

(1) エレベーターを設ける場合

は、次に掲げるものでなければ

ならない。 

 

 

 

 

 

 

ア （本文省略） 

イ （本文省略） 

ウ （本文省略） 

エ （本文省略） 

オ （本文省略） 

カ （本文省略） 

キ （本文省略） 

ク （本文省略） 

ケ （本文省略） 

コ （本文省略） 

サ 籠及び昇降路の出入口の戸

にガラスその他これに類する

ものがはめ込まれていること

又は籠外及び籠内に画像を表

示する設備が設置されている

ことにより、籠外にいる者と

籠内にいる者が互いに視覚的

に確認できる構造であるこ

と。 

(2) 移動等円滑化された経路を

構成するエレベーターの台数並

びに籠の幅及び奥行きは、当該

公共交通機関の施設の高齢者、

障害者等の利用の状況を考慮し

て定めるものとする。 

９ エスカ （(1)省略） 
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レーター (2)  ７の項に定める構造のエレ

ベーターを設けることが地形上

又は構造上困難な施設には、乗

降場ごとに、次に定める構造の

エスカレーターを設けなければ

ならない。 

（アからエまで省略） 

９ 鉄道の

駅のホー

ム 

（省略） 

10 バス停

留所 

（省略） 

11  タクシ

ー乗り場 

（省略） 

12 便所 (1) 不特定かつ多数の者が利用

し、又は主として高齢者、障害者

等が利用する便所のうち１以上

（男子用及び女子用の区別があ

るときは、それぞれ１以上。ただ

し、構造上やむを得ないものに

ついては、この限りでない。）は、

次に掲げるものでなければなら

ない。 

ア 便房の出入口の幅は、80 セ

ンチメートル以上とするこ

と。 

イ 便所及び便房の出入口の戸

は、自動的に開閉する構造又

は高齢者、障害者等が円滑に

開閉して通過できる構造とす

ること。 

ウ 便所及び便房の出入口及び

床面には、段を設けないこと。

ただし、５の項に定める構造

の傾斜路と併設した便所の床

面については、この限りでな

い。 

エ 床面は、滑りにくい仕上げ

とすること。 

オ 便所及び便房の出入口に

レーター (2) １の項(2)ただし書の場合に

設けるエスカレーターは、次に

掲げるものでなければならな

い。 

 

 

（アからエまで省略） 

10 鉄道の

駅のホー

ム 

（省略） 

11 バス停

留所 

（省略） 

12  タクシ

ー乗り場 

   （省略） 

13 便所 (1) 不特定かつ多数の者が利用

し、又は主として高齢者、障害者

等が利用する便所を設ける場合

には、当該便所の全ては、次に掲

げるものでなければならない。 

ア 便所の出入口の幅は、80 セ

ンチメートル以上とするこ

と。 

イ 便所の出入口に戸を設ける

場合は、高齢者、障害者等が容

易に開閉して通過できる構造

とすること。 

ウ (2)イに定める構造の便房 

以外に便房を設ける場合は、

高齢者、障害者等が容易に開

閉して通過できる構造の戸、

腰掛便座及び手すりを有する

ものを１以上（男子用及び女

子用の区別があるときは、そ

れぞれ１以上）設けること。 

エ 床面は、粗面とし、又は滑り

にくい材料で仕上げること。 

オ 男子用小便器を設ける場合

には、１以上は床置式の小便

器、壁掛式の小便器（受け口の

高さが 35 センチメートル以
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は、高齢者、障害者等が円滑に

利用できる旨の表示を行うこ

と。 

カ 便所は、分かりやすく利用

しやすい位置に設けること。 

キ 便房には、車椅子使用者が

円滑に利用できる床面積を確

保すること。 

ク 便房には、腰掛便座、手すり

等を適切に配置すること。 

ケ 洗面器及び洗面器周りの１

以上は、高齢者、障害者等が円

滑に利用できる構造とするこ

と。 

コ 便所内に、高齢者、障害者等

が円滑に利用できる構造の水

洗器具を設けた便房を１以上

設けること。 

 

(2) 不特定かつ多数の者が利用

し、又は主として高齢者、障害者

等が利用する便所（(1)に定める

構造の便所を除く。）を設ける場

合は、次に掲げるものでなけれ

ばならない。 

ア 便所の出入口の幅は、80 セ

ンチメートル以上とするこ

と。 

イ 便所の出入口の戸は、高齢

者、障害者等が円滑に開閉し

て通過できる構造とするこ

と。 

ウ (1)に定める構造の便房以

外に便房を設ける場合は、高

齢者、障害者等が円滑に開閉

して通過できる構造の戸、腰

掛便座及び手すりを有するも

のを１以上（男子用及び女子

用の区別があるときは、それ

ぞれ１以上）設けること。 

下のものに限る。）その他これ

らに類するものとし、手すり

を便器の前面及び両側に設け

ること。 

カ 洗面台を１以上（当該便所

に男子用及び女子用の区別が

あるときは、それぞれ１以上）

設け、高齢者、障害者等が円滑

に利用できる構造とするこ

と。 

キ 便所の出入口付近に、男子

用及び女子用の区別（当該区

別がある場合に限る。）並びに

便所内部の主な構造を音、点

字その他の方法により視覚障

害者に示すための設備を設け

ること。 

ク 便所は、分かりやすく利用

しやすい位置に設けること。 

(2) 不特定かつ多数の者が利用

し、又は主として高齢者、障害者

等が利用する便所を設ける場合

には、そのうち１以上（男子用及

び女子用の区別があるときは、

それぞれ１以上。ただし、構造上

やむを得ないものについては、

この限りでない。）は、次に掲げ

るものでなければならない。 

 ア 便所及び便房の出入口及び

床面には、段を設けないこと。

ただし、６の項に定める構造

の傾斜路と併設した床面につ

いては、この限りでない。 

イ 便所内に、車椅子使用者が

円滑に利用することができ

る次に掲げる構造の便房を

１以上設けること。 

(ア) 便房の出入口の幅は、

80 センチメートル以上

とすること。 
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エ 床面は、滑りにくい仕上げ

とすること。 

オ 男子用小便器を設ける場合

には、１以上は床置式の小便

器、壁掛式の小便器（受け口の

高さが35センチメートル以下

のものに限る。）その他これら

に類するものとし、手すりを

便器の前面及び両側に設ける

こと。 

カ 洗面器及び洗面器周りの１

以上は、高齢者、障害者等が円

滑に利用できる構造とするこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 便房の出入口の戸は、

自動的に開閉する構造又

は高齢者、障害者等が容

易に開閉して通過できる

構造とすること。 

(ウ) 当該便房の出入口の戸

又はその付近には、車椅

子使用者が円滑に利用す

ることができる旨を表示

すること。 

(エ) 車椅子使用者が円滑に

利用することができる床

面積を確保すること。 

(オ) 腰掛便座、手すり等を

適切に配置すること。 

(カ) 洗面台を１以上設け、

高齢者、障害者等が円滑

に利用することができる

構造とすること。 

ウ 便所内に、高齢者、障害者等

が円滑に利用することができ

る次に掲げる構造の水洗器具

を設けた便房を１以上設ける

こと。 

(ア) 専用の汚物流しその他

水洗器具の利用に必要な

設備を設けること。 

(イ) 当該便房の出入口の戸

又はその付近には、水洗

器具を設けた便房である

旨を表示すること。 

(3) 不特定かつ多数の者が利用

し、又は主として高齢者、障害者

等が利用する便所を設ける場合

には、そのうち１以上（男子用及

び女子用の区別があるときは、

それぞれ１以上。ただし、構造上

やむを得ないものについては、

この限りでない。）は、次に掲げ

るものでなければならない。 
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13  案内標

示 

  （(1)及び(2)省略） 

(3) 公共用の通路に直接通ずる

出入口（鉄道の駅及び軌道の停

留所にあっては、当該出入口又

は改札口。以下この項において

同じ。）の付近その他の適切な場

所に、旅客施設の構造及び主要

な設備の配置を音、点字その他

の方法により視覚障害者に示す

ための設備を設けなければなら

ない。 

(4) 公共用の通路に直接通ずる

出入口の付近には、主要な設備

の配置を表示し、次に定める構

造の案内板その他の設備を備え

なければならない。ただし、主要

な設備の配置を容易に視認でき

る場合は、この限りでない。 

   （アからオまで省略） 

14 視覚障

害者の安

全かつ円

滑な利用

に必要な

設備 

（(1)及び(2)省略） 

(3) ３の項に定める構造の改札

口の１以上には、音により視覚

障害者を誘導する装置を設けな

ければならない。 

15 聴覚障   （省略） 

ア 便所内に、次に掲げる構造

の便房を１以上設けること。 

(ア) 乳幼児を座らせること

ができる設備を設けるこ

と。 

(イ) 当該便房の出入口の戸

又はその付近には、(ア)に

規定する設備がある旨を表

示すること。 

  イ 乳幼児のおむつ交換をする

ことができる設備を設け、当

該便所の出入口の戸又はその

付近には、当該設備がある旨

を表示すること。 

14  案内表

示 

（(1)及び(2)省略） 

(3) 公共用通路に直接通ずる出

入口（鉄道の駅及び軌道の停留

所にあっては、当該出入口又は

改札口。以下この項において同

じ。）の付近その他の適切な場所

に、旅客施設の構造及び主要な

設備の配置を音、点字その他の

方法により視覚障害者に示すた

めの設備を設けなければならな

い。 

(4) 公共用通路に直接通ずる出

入口の付近には、主要な設備の

配置を表示し、次に定める構造

の案内板その他の設備を備えな

ければならない。ただし、主要な

設備の配置を容易に視認できる

場合は、この限りでない。 

   （アからオまで省略） 

15 視覚障

害者の安

全かつ円

滑な利用

に必要な

設備 

（(1)及び(2)省略） 

(3) ４の項に定める構造の改札

口の１以上には、音により視覚

障害者を誘導する装置を設けな

ければならない。 

16 聴覚障   （省略） 
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害者の安

全かつ円

滑な利用

に必要な

設備 

16 警報設

備及び避

難口誘導

灯 

   （省略） 

17 附帯設

備 

   （省略） 

 

害者の安

全かつ円

滑な利用

に必要な

設備 

17 警報設

備及び避

難口誘導

灯 

   （省略） 

18 附帯設

備 

   （省略） 
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（旧） 
別表第９（第４条第２項） 
   （１の表から３の表まで省略） 
４ 公共交通機関の施設 

区      分 

整    備    項    目 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 

出
入
口 

通
路 

改
札
口 

階
段 

傾
斜
路 

手
す
り 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー 

鉄
道
の
駅
の
ホ
ー
ム 

バ
ス
停
留
所 

タ
ク
シ
ー
乗
り
場 

便
所 

案
内
標
示 

視
覚
障
害
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
必
要
な
設
備 

聴
覚
障
害
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
必
要
な
設
備 

警
報
設
備
及
び
避
難
口
誘
導
灯 

附
帯
設
備 

１ 鉄道の駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 軌道の停留所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 港湾旅客施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ バスターミナル等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（備考） 

 ○印は、整備項目の欄に掲げるものが、当該各項に掲げる区分の公共交通機関の施設にそれぞれ適用

されるものであることを示す。 
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（新） 
別表第９（第４条第２項） 
   （１の表から３の表まで省略） 
４ 公共交通機関の施設 

区      分 

整    備    項    目 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
経
路 

出
入
口 

通
路 

改
札
口 

階
段 

傾
斜
路 

手
す
り 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー 

鉄
道
の
駅
の
ホ
ー
ム 

バ
ス
停
留
所 

タ
ク
シ
ー
乗
り
場 

便
所 

案
内
表
示 

視
覚
障
害
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
必
要
な
設
備 

聴
覚
障
害
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
必
要
な
設
備 

警
報
設
備
及
び
避
難
口
誘
導
灯 

附
帯
設
備 

１ 鉄道の駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 軌道の停留所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 港湾旅客施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ バスターミナル等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（備考） 

１ ○印は、整備項目の欄に掲げるものが、当該各項に掲げる区分の公共交通機関の施設にそれぞれ適

用されるものであることを示す。 

２ 別表第１ ４公共交通機関の施設の部３の項及び４の項に掲げる施設については、別表第８の１の

項(7)に規定する整備基準は、適用しない。 
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（旧） 
 

別表第10（第６条第２項、第７条第２項、第７条の２第４項） 

（平25規則68・平25規則81・令元規則19・一部改正） 

区分 図書 

種類 明示すべき事項 

建築物 付近見取図 方位、道路及び目標となる地物 

配置図 縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建築物の位置、対

象となる建築物と他の建築物との別、土地の高低、敷地と敷

地の接する道の境界部分との高低差、対象となる建築物の各

部分の高さ、敷地の接する道路の位置、幅員及び種類、敷地

内の通路の構造並びに車椅子使用者用駐車施設の位置及び寸

法 

各階平面図 縮尺、方位、間取り、各室の用途及び床面積、客室の数、移

動等円滑化経路及び案内設備までの経路の位置、車椅子使用

者用客室及び案内所の位置、別表第5の13の項に規定する標

識の位置、同表の14の項(1)に規定する案内板その他の設備の

位置、同表の14の項(2)に規定する設備の位置、移動等円滑化

経路を構成する出入口、廊下等及び傾斜路の構造、移動等円

滑化経路を構成するエレベーター及びその乗降ロビーの構

造、車椅子使用者用客室の便所及び浴室等の構造、便所の位

置及び構造並びに階段、踊場、手すり等及び階段に代わる傾

斜路の位置及び構造 

2面以上の断

面図 

縮尺及び床の高さ 

道路 案内図 方位、道路及び目標となる地物 

概略図 縮尺、方位、立体横断施設の位置、規模及び形状並びに当該

立体横断施設に設置する階段、通路、昇降機その他の主要部

分の位置及び寸法 

公園 付近見取図 方位、道路及び目標となる地物 

配置図 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における建築物の位置、

用途及び規模、主要な出入口及び園路、土地の高低並びに敷

地に接する道路の位置及び幅員 
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公共交通機関

の施設 

付近見取図 方位、道路及び目標となる建物 

配置図 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における建築物の位置、

事前協議に係る建築物と他の建築物との別、敷地内における

改札口、乗降場、通路その他の主要部分の位置及び寸法並び

に敷地に接する道路の位置及び幅員 

各階平面図 縮尺、方位、間取り並びに乗降場、通路、階段、昇降機、車

椅子使用者が円滑に利用できる便房を有する便所その他の主

要部分の位置及び寸法 

共通 その他市長が必要と認める図書 

（備考） 

施設の区分に応じた図書を添付すること。 
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（新） 
 

別表第10（第６条第２項、第７条第２項、第７条の２第４項） 

（平25規則68・平25規則81・令元規則19・一部改正） 

区分 図書 

種類 明示すべき事項 

建築物 付近見取図 方位、道路及び目標となる地物 

配置図 縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建築物の位置、対

象となる建築物と他の建築物との別、土地の高低、敷地と敷

地の接する道の境界部分との高低差、対象となる建築物の各

部分の高さ、敷地の接する道路の位置、幅員及び種類、敷地

内の通路の構造並びに車椅子使用者用駐車施設の位置及び寸

法 

各階平面図 縮尺、方位、間取り、各室の用途及び床面積、客室の数、移

動等円滑化経路及び案内設備までの経路の位置、車椅子使用

者用客室及び案内所の位置、別表第5の13の項に規定する標

識の位置、同表の14の項(1)に規定する案内板その他の設備の

位置、同表の14の項(2)に規定する設備の位置、移動等円滑化

経路を構成する出入口、廊下等及び傾斜路の構造、移動等円

滑化経路を構成するエレベーター及びその乗降ロビーの構

造、車椅子使用者用客室の便所及び浴室等の構造、便所の位

置及び構造並びに階段、踊場、手すり等及び階段に代わる傾

斜路の位置及び構造 

2面以上の断

面図 

縮尺及び床の高さ 

道路 案内図 方位、道路及び目標となる地物 

概略図 縮尺、方位、立体横断施設の位置、規模及び形状並びに当該

立体横断施設に設置する階段、通路、昇降機その他の主要部

分の位置及び寸法 

公園 付近見取図 方位、道路及び目標となる地物 

配置図 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における建築物の位置、

用途及び規模、主要な出入口及び園路、土地の高低並びに敷

地に接する道路の位置及び幅員 
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公共交通機関

の施設 

付近見取図 方位、道路及び目標となる建物 

配置図 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における建築物の位置、

事前協議に係る建築物と他の建築物との別、敷地内における

改札口、乗降場、通路その他の主要部分の位置及び寸法並び

に敷地に接する道路の位置及び幅員 

各階平面図 縮尺、方位、間取り、移動等円滑化された経路の位置並びに

乗降場、通路、階段、昇降機、車椅子使用者が円滑に利用で

きる便房を有する便所その他の主要部分の位置及び寸法 

別表第８の１の項(4)又は(6)に規定する場合にあっては、同項(4)又は(6)に規

定する整備基準にそれぞれ適合していることを示す図書 

共通 その他市長が必要と認める図書 

（備考） 

施設の区分に応じた図書を添付すること。 
 

 


